
 
2017年度 幹事会議事録 

 
■ はじめに 
司会の小山氏より、2017年度阿佐ヶ谷美術専門学校同窓会幹事会に先立
ち、定数の確認と報告を行った。 
 
幹事総数　：２８０名の内、死亡７名により２８０名（兼任１名） 
案内発送数：２１３名（内兼任１名、住所不明により未発送６０名） 
議決権総数：２１０個 
出席幹事数：２１０名　議決数２１０個 
内訳は、実出席者１６名、委任状による決議者４２名、未返送者１５２名 
これにより幹事総数の半数（１４０個）以上の幹事が出席とみなし、本会
議は会則により成立された事をご報告致します。 
 
審議に入る前に出席者の自己紹介を行った。 
 
会則により議長を秋元会長とし、書記に大塚さん（学生）を選出した。 
議事録の署名人は藤原氏と勝山氏の2名を選任し、決定した。 
 
 
 
■議題 1　2017年度決算と2018年度予算案承認の件 
（※資料1～4参照） 
 
◎2017年度決算 
秋元：未払い金額が多いのは、事務局に関して3月一杯で精算して計算して
いるためです。また、総会＆パーティーの精算が３月中には完了せず、4月
にずれ込んだことが要因になっている。 
 
問題点、質問などはなかった。 
 
◎2018年度予算案 
問題点、質問など 
松岡：昨年度は総会＆パーティーが2月にあったため広報同窓会ニュースの
発行時期を変更したことに関してスケジュールに関しての確認。 
・今年度は通常の発行時期に戻すのか？ 
・あさび新聞に同封して送るのか？ 
 
秋元：通常の発行時期に戻し、あさび新聞を同封して送る予定。通常は毎
年11月に総会＆パーティーだったが、会場を学校としたたため、3月開催
となり、発行時期も変更した。 
 
第一議案は全会一致で承認された。 
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●日時 
2018年8月4日(土) 
15:00～17:00 
 
●場所 
阿佐ヶ谷美術専門学校 521教室 
 
●出席者　　　　　　 
秋元圭一　［会　長］ 
三好耕之　［常　任］ 
西田一成　［常　任］ 
松岡和彦　［常　任］ 
桜井裕美　［常　任］ 
浜村圭一　［常　任］ 
白石龍子　［常　任］ 
小山　弘　［常　任］ 
小山優子　［常　任］ 
勝山昌幸　［常　任］ 
大野美菜子［常　任］ 
山田直毅　［常　任］ 
藤原成理　［常　任］ 
元木秀彦　［委　員］ 
三浦奈緒　［委　員］ 
杉田守巨　［委　員］ 
 
●委任欠席者　42名 
(幹事213／279名 定足数成立) 
 
●議事進行：小山　弘 
●議事録 
書記：大塚奏芽[学生] 
校正・制作・文責：秋元圭一、 
大村政幸、小山　弘 
署名人：勝山昌幸、藤原成理 



 
 

■議題２　２０１８～２０２１年度常任幹事選挙延期とそれに伴う
任期延長。および２０１８年度役員承認の件。 

 
本来3月に選挙を予定していたが、総会＆パーティーの準備や開催と重なり
名簿の更新などが整わなかった。そのため実施が難しくなったため選挙の
延期をお願いしたいと提案があった。 
 
改選選挙：2019年３月 
任期：2019年～2025年 
 
2018年度役員、常任幹事会（１年間幹部） 
 
質問、意見など 
藤原：可能ならば同窓会長名で報告するより、選挙管理委員長名か連名で
報告したほうが望ましい。（※同窓会長は被選挙人であるため） 
 
秋元：検討する。 
 
第２議案は全会一致で承認された。 
 
 
■ 議題3　その他・意見交換 
 
◎総会＆パーティー2018の報告 
（※資料1～4参照） 
小山氏より2018年3月3日に開催された総会＆パーティーについて報告。 
 
『参加者について』 
当日の参加者は183名で、過去2番目に多かった。 
出席ハガキとお知らせが220名と過去最高だったが、インフルエンザの影
響もがあり、来られない人が多かったので、冬期以外の開催が良いのでは
と考える。 
 
『回答率』 
欠席のハガキが減った。ウェブ上でのやり取りがあったからかと思う。 
 
『年代別の出席者』 
いずれの年代でも上がっていた 
・1990、2000年度が少ないのが気になる。 
・90年代以降の出席数が増えている。 
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『経費』 
994,025円/183名　一人当たりの経費5430円（会費2000円） 
・学校で行ったため赤字幅が少なかった。 
・同窓会の経費も少なかった。 
 
『まとめ』 
①懐かしさをテーマにした方がいい（それ以外は心に響かなかった） 
②出席予測は６%前後 
③1990、2000年度の方に来ていただくため、企画自体を考えるなど、 
　何かシステムが早急に必要。 
④会員が減ると思うので、次回開催まで同窓会の年間コストを抑え、 
　使い切らない方向で考えるべきではないか。 
 
『次回に向けて』 
・「懐かしさ」をベースにマンネリ化防止 
・準備期間は24ヶ月ほど必要 
・月1ペースでの話し合いがあったほうがいい 
 
『質問など』 
松岡：今回、同窓会フェイスブックに500円で広告を打ってみたところ、
リーチ3566人、回答数72人と反応が良かった。一人ひとりが反応すれば
効果があるのではないか。高額でもないので今後予算に入れていただけれ
ばと思う。男性45歳ぐらいが一番見ている。若い人にも見てもらいたい。 
 
秋元：2003年と2008年は東高円寺でやった（入学式、卒業式も同じ場所
で行った）。人数が多かったのは会場が同じだったため馴染みがあったの
ではないかと考える。今回場所が変わっても出席率は良かったため、次回
も学校で行いたい。 
 
西田：総会＆パーティーの開催時期が選挙とぶつかっていたが、ぶつから
ない時期も検討してみてはと思う。 
 
『他意見』 
・学校のスケジュール的にも夏か冬が適切では？ 
・今回「学校でやったから来た」という人もいた。 
・今後は学校でやりつつ若い人を集めていきたい。 
・同窓会ニュースは早くても10月11月に届くといい。（入稿8月） 
・懐かしさは年代によって感覚が違うのではないだろうか。 
・年代の違いも認識しなければならない。 
・年代のどこにポイントを当てるかも重要。 
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◎まんが計画⑤について 
担当の小山氏より説明があった。 
前回の状況の説明で、会場は人形町ヴィジョンズで参加者数は42名、来場
者95名と参加者、来場者共に順調に伸張しているとの報告があった。 
 
今回のテーマは「GO～GO～ごはん」で、開催期間：2018年10月8日～13
日で正式に決まったとの報告と参加案内と入稿についてのチラシが配布さ
れた。 
 
松岡：募集方法はどのようにしているのか。 
 
小山：甲斐さんにお願いしている。 
 
松岡：個別に募集することは公平性を保つのが難しい。内容をオープンに
して人数が殺到することはないと思うので、公開してほしい。発信してい
く立場としてできるだけ情報は欲しい。まんが計画のサイトはあるのか？ 
 
小山：サイト自体はあるが、現時点では前回の④の内容のまま。 
 
松岡：内容が固まり次第連絡していただければ、asabi-netからのリンクを
はります。 
 
三浦：まんがを描いている友人もフェイスブックよりツイッターを利用し
ている。若い人向けにするためにはツイッターを活用したほうがいい。 
 
松岡：学校のツイッターにも載せられる。 
 
 
 
◎意見交換　今後の同窓会について 
 
藤原：常任幹事として運営する側に入りたい場合はどうすればいいのか、
という質問を受けた。 
 
秋元：幹事の中から投票で決めているが、幹事以外でもやる気のある人に
は会長推薦として投票枠を別に設ければ、注目度があがる。それを理解し
た常任幹事のメンバーからの得票も上がり、常任幹事になりやすくなる。 
 
藤原：ここ10～15年の卒業生など、若い年代にも参加してもらうため、規
約の範囲内で選挙の投票方法などを工夫をしたほうがよい。 
 
杉田：昨年卒業した人たちが来ていると思っていたが、今回の幹事会には
来ていなかった。 
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小山：選挙以外で選出する方法などの、何か対策を取らないといけない。 
友達を誘うと来やすいかもしれない。 
 
三好：名前だけの選挙ではどんな人かがわからないため、なんとなくで選
んでいる気がする。推薦枠があると判断しやすい。 
 
勝山：まず会議に参加してもらうことが第一で、それから選挙の事を把握
する方がわかりやすい。選挙は後付けでいいと思う。 
 
秋元：同窓会が何をやっているかがわかりづらい面がある。説明はしてい
るが、行事の合間での告知等、どさくさに紛れて内容が伝わっていない。 
 
松岡：常任幹事なのにずっと会議に参加しない人もいて、翌年もその人が
選ばれてしまうと枠が勿体無いので、承認を得て除外してもいいと思う。 
 
勝山：最初の１年だけ初めて参加した方に景品をつけてもいいのでは？ 
 
浜村：全員が同窓会費を支払っているが、それを知らない人も多いので、
お金の使われ方などの情報を公開した方が良い。予算を提示して、やれる
ことの夢や可能性を示すこと。縦のつながり、横のつながりは大切。 
 
藤原：正式には会則を見直さないとできないこともある。仮に会則を変え
ない方向で考えると、常任幹事の公式のサポート枠を選挙ではない方法で
募集してもよい。 
 
秋元：常任幹事会が意見交換の場になっている。会則の検討会だと、来る
のをやめようと思う内容になってしまう。若い人が少しでも参加したいと
思う雰囲気を作れるように、会則以外でできることを企画しておくべき。 
 
勝山：広報活動のように、同窓会で発信したいことを決めていくとよいと
思う。ウェブで月１回発信するなどの方法はどうか。 
 
 
以上で会議は閉会した。 
 
 
 
 
次回日程：2018年10月13日（土）14：00～16：00 
　　　　　　　　　　　　（2018年度第3回常任幹事会) 
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■資料 １
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■資料 2
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■資料 3
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■資料 4
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■資料 5 
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■資料 6 


